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　　Abstr‘ａＣt:The experiments were conducted to analyze the effect of girdlings in 3 ㎜ width,

10 mm width and strapping with covered, insulated wires 2 由 in diameter (partial girdling)

of lateral branch at full bloom after 20 days on fruit growth in young persimmon trees, cv.

Nishimurawase.　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハニ　　　　　　　　　　　　　∧　　　　　　　　し

　By girdling in 3 mm width, 10 ㎜width and strapping treatments, fruit growth were accel-

erated and fruit maturity were promoted. Fruit weights on harvesting time of mid Septem-

ber were increased about 19%, 33% and 31%, as compared with ciontrol, by girdling in ３ mm

width, 10 mm width and strapping treatments, respectively. Fruit coloring value and soluble

solids content were increased significantly by girdling in 10 ㎜width and strapping treat-

ments, but they were not increased significantly by girdling in 3 mm width compared to control｡

　Leaf dry weights per unit leaf area and percentages of leaf dry matter were increased sig-

nificantly by girdling in 3 m width, 10 mm width and strapping treatments after one month,

furthermore those value were also increased by girdling in 10 1mmでwidth and strapping t｡reat-

ments after two months, but they were not increased･significantly by girdling in 3 mm width

treatment after two months as compared with control.

緒 言

　　カキは生態的にみて，落葉果樹のうぢでは温暖地を好む傾向があり，亜熱帯または熱帯の一部地

域でも栽培が可能であ名。日本におけるカキの出荷は現在でも11月期に集中し，出荷ピーク時の単

価が低いめに対し，９月期の早出し栽培の価格は高い。カギ西村早生･は･富有’ど藤八’/の

偶発実生として滋賀県で発見された品種で,種子が３～４個以上あれば自然脱渋される不完全甘柿

であるｏ。本品種は極早生のカキ品種として現在かなりの出荷量を持ち，ハウス栽培にも適した品

種としてカキの早出し栽培に利用されている。‘西村早生･の極早生としての特性を活かすために

は西南暖地での栽培が有利と考えられる。また極早生品種として成熟期を早める栽培技法の活用が

望まれる。結縛処理は針金を用いて枝を縛り，処理部の下方へ光合成物質が移行しないことを意図

した処理で，はく皮処理と同様の効果を期待したものである。既報2）でカキ品種‘西条「および

　‘前川次郎’を用いた側枝の結縛処理により，果実の着色が増進し，果実の品質が向上することを
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示した。結縛処理効果を実証する上では，はく皮処理と結縛処理の効果を同時に比較することが，

必要と考えられる。しかし，これまでそのような研究は充分なされていない。そこで，本実験では

　‘西村早生･を供試し，３年生の側枝を対象にして，幅10㎜と３ｍｍのはく皮処理と外径２㎜の被覆

線による結縛処理を行い，果実の生長ならびに果実品質に及ぼす影響について調査した。なお，葉

面積1 Cm2当たりの乾物葉重（以下，1 Cm2当たりの乾物葉重と称する）に及ぼすこれらの処理の影

響についても調査した。

材料および方法

　1990年に本学研究圃の７年生･西村早生･を２本供試した。５月31日（満開20日後）に長さ約

30cmの側枝（３年枝）の基部から３Ｃｍの位置に幅３ｍｍおよび10mmのはく皮処理を行い，また外径

２ｍｍの被覆線（針金の直径1.6mm)を用いた結縛処理区と無処理の対照区とを含めて，合計４処理

区を設けた。なお，１処理区当たりの側枝（枝径約1.5oin)は10本とし，側枝は２本の結果母枝を

有するものとし，処理時の葉果比が約10になるよう摘果し，側枝当たりの果数を平均８個に調節し

た。それぞれの側枝より代表的な果実を１個ずつラベルし，処理区当たり10個の果実の横径ならび

に縦径を２週間間隔で測定し，果実の生長の経過を調査した｡また,長さ約30cmの着果枝（果数１）

を処理区当たり10本ずつ選び,その基部から第７位葉（葉幅9.5cin,葉長16.5cm)をあら･かじめラベ

ルしておき，７月２日，８月１日および８月30日にりーフノタンチを用いて直径10mmの葉片を４枚ず

つ採取して1 Cm2当たりの乾物葉重ならびに乾物葉重率の変化を調査した。７月16日に各区より20

個の幼果を採取し,果径ならびに果重を調査した。８月27日には各区の代表的な果実を10個，９月

11日には20個を収穫し,果実の品質を比較調査した。　　　Ｉ　　　　　　　　　Ｉ

結 果

　側枝のはく皮および結縛処理により，果実の

横径ならびに縦径の伸長は促進された。処理に

よる果実横径の伸長促進は縦径に比べて著しかっ

た(Fig. 1,2)。３ｍｍはく皮区では７月中旬に

は処理部がゆ合し，それに伴って果実の肥大促

進効果も弱まり，果実生育後期には10㎜はく皮

区および結縛区に比べて果実肥大が劣った。　７

月２日におけるはく皮および結縛区の1 cm2当

たりの乾物葉重ならびに乾物葉重率は対照区に

比べて高かった(Table 1 ）。10mmはく皮区およ

び結縛区では８月１日でも1 cm2当たりの乾物

葉重ならびに乾物葉重率が対照区に比べて有意

に高かったが,３㎜はく皮区と対照区との８月

１日における1 cm2当たりの乾物葉重の差異は

有意でなかった。７月16日の幼果は10mmはく皮

区,結縛区および３ｍｍはく皮区の順に大きく，

いずれも対照区と有意な差異を示した(Table

2）。8月27日および９月11日に収穫した果実
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Fig. 1 . Growth curve expressed as fruit di-

　　ameter of persimmon cv. Nishimuraw-

　　ase, treated withがrdling, strapping

　　with wire.#; Strapping with wire (co-

　　vered wire in 2.０ mm diameter),△;Gir-

　　dling (10 nun width),□; Girdling ( 3

　　mm width), O ; control.
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は10回はく皮区，結縛区，３㎜はく皮区の順に

大きかったが，９月11日における10mmはく皮区

と結縛区との果重の差異はわずかであり，結縛

区と３ｍはく皮区，および３ｍｍはく皮区と対照

区との差異は大きく，また有意であった(Table

3.4)。はく皮および結縛処理により，着色の

増進が早まり糖度も高くなったが，特に10mmは

く皮区および結縛区における成熟促進効果が著

しく3 mmはく皮区での成熟促進効果は弱かっ

た(Table 3 ，4）。10mはく皮区の処理部は８

月中旬にはほぼゆ合組織を形成し√９月中旬に

は処理部はゆ合組織のために盛り上がった状態

となっていた。結縛区では８月中旬にはゆ合組

織が被覆線を覆い，９月中旬には処理部が著し

く盛り上がった。
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Fig. 2 . Growth curve expressed as fruit le-

　　　ngth of persimmon cv. Nishimurawase,

　　　treated with girdling ，strapping with

　　　wire｡

　　　●；Strapping with wire (covered wire

　　　in2.０ mm diameter), △; Girdling (10

　　　mmwidth)｡□; Girdling ( 3 mm width)｡

　　　０;Ｃｏｎtｒo1.

Table　l . Effect of girdling and strapping with wire^ in lateral branch on leaf

　　　　dryweight per unit leaf area and percentage ofｌｅ�dry matter in

　　　　persimmon cv. Nishimurawase　　　　　　　　　　　レ

Treatment

Leaf dry weight per unit area

July 2　　　Aug. I　　Aug. 30

（mg/�）（ｍｇ/�）　（mg/�）

　　　Control

Girdling ( 3 mm width)

Girdling (10 mm width)

Strapping with wire

　9.5b'

10.8a

11.3a

10.5a

10.5b

10.8ab

11.6a

11.8a

10.8a

11.0a

10.9a

11.1a

Percentage of leaf dry matter

Jｕ卜2　　Aug.　1　　Aug. 30

　（％）　　（％）　　（％）

　32.1c　　　35.2c　　36.2a

　35.9b　　　37.6b　　37.7a

　38.9a　　　40.5a　　　37.8a

　35.5b　　　38.3b　　　37.2a

2 ･Covered wire in 2.0 mm diameter.

７ Mean separation in columns by Duncan's multiple range test, 5 ％ level.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　　察

　　‘西村早生･の３年生側枝における３処理区,３回および10mmのはく皮区および結縛区で処理４

週間後の果実横径が対照区に比べて有意に伸長し，果実生長が促進された(Fig. 1 )。　7月16日

（処理45日後）における果重は，10mmはく皮区,結縛区, 3 mmはく皮区の順にそれぞれ対照区に比べ

て37%, 31%, 26%大きかった(Table 2）。10mはく皮区および結縛区の果実肥大効果は収穫期ま

で続いたが, 3 mmはく皮区の果実肥大は,７月30日（処理８週間後）以降,他の２処理区に比べて少
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Table　2 . Effect of girdling and strapping with wire^ in lateral branch on size of

　　　　immature fruit ^ of persimmon cv. Nishimurawase

Treatment

　　Control

Girdling ( 3 mm width)

Girdling (10 mm ｗidth）

Strapping with wire^

Weight

　(ｇ)

52.2b"'

66.0a

71.7a

68.2a

　　Fruit

Diameter

　　(ｍｍ卜

47.9b

52.2a

54.2a

52.5a

Length

　(ｍｍ)

37.4b

39.0ab

40.3a

39.8a

Shape･

　index

of fruit

128.1b

133.8a

134.5a

131.9a

　　　　２Same as in Table l ｡

　　　　７Measurements were taken on 16 July（66 days afterfullbloom）｡

　　　　"(Fruit diameter/ fruitlength) X 100.

　　　　"'Mean separation in columns by Duncan's multiple range test,5 % level

なくなった(Fig. 1,2)。モモ主枝の幅６ｍｍのはく皮は,果実生長第２期での果実肥大を促進した

が,第３期での効果を示さなかったことが報告されている3）。 Ｄａy4）はネクタリン品種‘メイフア

イヤー’を供試して,異なる４時期に主枝のはく皮を行い,果実生長第２期以前のはく皮が果実生長

速度のピークを早め,すべでのはく皮処理が1cm2当たりの乾物葉重を増加させたことを報告七て

Table　3 . Effect of girdling and strapping with wire^ in lateral branch on fruit

　　　　quality of persimmon cv. Nishimurawase (27 Aug.)

Treatment

Color chart value'

　　Fruit Equatorial Fruit

Shape"　　　Soluble

　index Flesh solids　Naof seed

apex　part　Weight Diameter Length 6f fruit firmness contentP�ect Imperfect

　　　Control　　　　　3.8b゛

Girdling ( 3 mm width) 4.5a

Girdling (10 mm width) 4.9a

Strapping with wire^　4.6a

3.1b

3.9a

4.2a

4.1a

　（ｇ）　(mm) (mm)　　　　(kg/�) (%)

102.6c　61.1c　44.7b　136.5b　4.0a　12.8c　4.4a　0.1b

129.0b　67.6b　47.1b　143.7a　3.7ab 13.4bc 4.2a　0.8a

158.3a　71.8a　50.4a　142.8a　3.4b　14.4a　4.7a　0.6a

142.0ab 69.lab 49.1ab　140.8a　3.4b　13.7b 4.0a　0.6a

　　２Same as Table l ｡

　　７Color chart value for Japanese persimmon.

　　・Same as Table 2.

　" Mean separation in columns by Duncan's multiple range test, 5 % level.　　　　　　　＼

いる。カキを用いた本調査での３㎜はく皮区の処理部は，７月中旬にはほぼゆ合していたのに対し，

10mmはく皮区では処理中央部分の幅約３ｍｍはゆ介していなかった。結縛区の処理部では，ゆ合組織

が被覆線の周囲に薄く形成され,側枝内に被覆線が完全に食い込まれた状態となった。７月２日には，
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3ｍｍおよび10㎜のはく皮ならびに結縛のいずれの処理区とも対照区に比べてl cm2当たりの乾物葉

重が多かった(Table 2）。新居2）ぱ富有’の葉面積の生長速度は５月中旬に最大となり，その後

５月下旬に低下したこと,葉肉組織は葉面積が最大に達してのち約１～２週間後にぽぼ完成するこ

とを報告している。本調査の‘西村早生･の枝葉の生長は早く，満開時の葉は充分に拡大していた

ことより，はく皮および結縛処理時には葉肉組織はほぼ完成していたと考えられ，６月から７月下

旬までの期間には３ｍおよびiommのはく皮および結縛のいずれの処理区でも葉の乾物蓄積が促進さ

れたものと考えられる。なお，８月１日における３ｍｍはく皮区と対照区の1 cm2当たりの乾物葉重

には差異がなかったことより(Table 2), 3 mmはく皮区の側枝上部の乾物集積の増加は７月下旬

以降にはみられなくなったと考えられる。８月中旬には10㎜はく皮区でも処理部全体にゆ合組織が

形成され,９月10日には３ｍｍはく皮区と同様に処理部がやや肥厚していた。９月10日の結縛区処理

部では，被覆線の外側に厚いゆ合組織が形成され,著しく盛り上がっていた。　８月１日での10㎜は

く皮区および結縛区の1 cm2当たりの乾物葉重ならびに乾物葉重率が対照区に比べて有意に高かっ

たが,８月30日にはこれらの値の差異がなかった(Table 2）。処理部のゆ合組織の形成に伴って，

処理間の1 cm2当たりの乾物葉重の差異が少なくなったと考えられる。

　はく皮および結縛処理により，収穫期の果重の増加と果色の増進がみられた。８月27日でのlOram

はく皮区,結縛区, 3 mmはく皮区の果重は対照区に比べてそれぞれ54%, 38%, 26%大きく，果頂部の

カラーチャート値は１ないし0.7ポイント高かった(Table 3）。9月11日収穫時の10㎜はく皮区お

よび結縛区の果重，果色，糖度を対照区と比べてみると，果重はそれぞれ33％および31％対照区よ

り大きく，果頂部のカラーチャート値は約１ポイント有意に高く，また糖度はそれぞれL1％および

0.9%高かった(Table 4）。一方, 3 mmはく皮区の果重は対照区に比べて19％多かったが，果色な

Table 4 . Effect of girdling and strapping with wire' in lateral branch on fruit

　　　quality of persimmon cv. Nishimurawase (11 Sep.)

Treatment

Color chart value'

Fruit Equatorial 　　　　Fruit

?ht Diameter Length

（g）　（ｍ）（ｍｍ）

Shape' ・　　　Soluble

　index Flesh solids　N(1 of seed

apex　part　Weight Diameter Length of fruit firmness contentPerfectlmp�ect

　　　Control

Girdling ( 3 mm width)

Girdling (10 m width)

Strapping with ｗiｒ♂

2 Same as Table １

７ Same as Table 3

" Same as Table 2

゛Ｓａｍｅ as Table 3

4.9b'″

5.3b

5.8a

5.8a

4.2b

4.4b

4.9a

5.0a

138.0c

164､8b

184.0a

181.4a

67.9c

73.4b

76.3a

75.7a

50.6b ・134.5b

･52.0ab　141.2a

53.9a　141.6a

53.1a　142.6a

（kg/�）（％）

3.9a

3,3b

3.1b

3.2b

14.9b

14.5b

16,0a

15.8a

4.2a　0.1b

4.0a　0.6a

4.1a　0.6a

4.0a　0.5a

らびに糖度における有意な差異はなく，果実成熟の促進効果は,はく皮の幅が狭く，ゆ合が早く形成

されたので弱くなったと考えられる。結縛区の果色および糖度の値は,８月27日では10mmはく皮区

に比べてやや低かったが,９月初旬での結縛区果実では成熟促進が著しく，９月11日には結縛区と

lOirnnはく皮区との果実品質の差異はなかった｡山本ら6）ぱ巨峰’を用いて,開花42日後に側枝の基
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部に５ｃｍ幅の環状はく皮を行い，処理区の果実の糖度ならびに果色が無処理区の果実より優れたこ

とを報告している。環状はく皮により早生モモとネクタリンの果実が大きくなり，収穫期が早まる

こと,ゆ合組織の形成しやすい‘Springtime'の場合には５ないし10㎜のはく皮幅が最も良好な効

果を示したこと，また，ゆ合組織が形成しにくいモモ品種の場合は，幅の広すぎるはく皮処理では

ゆ合組織の形成が不十分なため果実の成熟促進だけでなく樹体の衰弱が伴う危険があることが報告

されている7）。本調査に用いたカギ西村早生’の場合には比較的ゆ合組織の形成が早くみられた

ので, 10mm程度のはく皮処理の方が幅の狭い処理よりも果実成熟の促進効果が大きいと考えられる。

結縛処理は時間の経過に伴って被覆線が維管束飾部に組い込むために枝の処理上部に同化養分を長

期間集積することとなり, lOnraiはく皮処理区と同程度の果実生長の促進を示したものと考えられる。

なお，本調査は受粉条件のほぼ均一な結実の良好な条件下で行い，各処理区とも処理時の葉果比を

約10になるように揃えた。処理時には春枝の伸長は停止しており，また夏枝はほとんど発生しなかっ

た。７月16日の幼果採取後の各処理区の葉果比はそれぞれ約20であり，果実当たりの葉面積は同程

度とみられた。したがって，はく皮および結縛区の果実生長の促進は，処理部下方への光合成物質

の転流の防止によるところが大きいと考えられる。処理区間で葉数や葉の大きさには差異がなかっ

たことより,葉面積1 cm2当たりの果実肥大効果がはく皮や結縛処理により高まると考えられる。

はく皮や結縛処理による乾物葉重の増加は,乾物の集積による充実した葉の形成を示すものであり，

葉の充実は果実の生長促進，品質の向上に役立ったものと考えられる。側枝結縛処理は10mmはく皮

処理とほぼ同様に果実生長の促進や果実品質の向上に強い効果を示し√しかも効果の持続期間が長

く，はく皮処理よりも簡単に処理できるので結縛処理の活用が期待できる。なお,本調査でμ結縛区

の処理後の被覆線は取り外さず放置したが，ゆ合組織が処理部を完全に覆い，翌春も枯死部はなく

正常に萌芽し，花数の増加がみられた8）。翌春の生育,雄花や雌花の着生に及ぼすはく皮および結

縛処理の影響については今後詳しく述べたい。　　犬

要 約

　カギ西村早生’の若木を供試し，満開20日’後に側枝に幅３回および10㎜の環状はく皮と外径

2imの針金の被覆線を用いた結縛の各処理を行い，カキ果実の生長に及ぼす影響について比較調査

した。側枝の環状はく皮ならびに結縛処理は果実の生長を促進し，成熟を早めた。3m男およびlOmm

のはく皮区と結縛区で９月中旬に収穫した果実の重量は，対照区に比べるとそれぞれ19%, 33%お

よび31％大きかった。 10mは く皮区と結縛区では果皮の着色度および果肉の糖度が対照区に比べて

有意に高かったが, 3 mmはく皮区では有意差はなかった。３㎜および10㎜のはく皮区と結縛区の処

理１か月後の葉面積1 Cm2当たりの乾物葉重なら/びに乾物葉重率は，対照区に比べて有意に高かっ

た。10mmはく皮区と結縛区の1 Cm2当たりの乾物葉重は処理２か月後でも対照区に比べて有意に高

かったが, 3 mmはく皮区と対照区との差異は有意ではなかった。

　キーワード：カギ西村早生≒果実生長，環状はく皮，側枝結縛
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